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研究要旨 

薬剤耐性菌が健康被害に及ぼす危険性を評価する科学的根拠の提供を目的として

2012 年から 2014 年に埼玉県内でヒト等から分離された食中毒菌を対象に、血清型別や

薬剤感受性試験等の性状解析を行うとともに、ヒト及びイヌ・ネコ糞便を対象に ESBL

産生菌の検索を行った。 

供試したヒト（散発下痢症例及び健康保菌者）由来サルモネラは 453 株で型別不能を

除くと 56 血清型に型別された。薬剤感受性では 171 株（37.7％）が供試した 16 薬剤

のいずれかに対して耐性を示し、CTX 耐性株が 4 株、フルオロキノロン剤耐性株が 2

株分離された。また、動物由来株として、伴侶動物のイヌ 356 頭、ネコ 87 頭および野

生アライグマ 553 頭の検査を行い、イヌ 5頭、ネコ 1頭およびアライグマ 13 頭からサ

ルモネラが分離された。イヌとネコを対象とした ESBL 産生菌の検索では 47 株が分離

された。 

赤痢菌では、CTX 耐性株が 4株、フルオロキノロン剤耐性株が 6株分離され、血清型

は全て S.sonnei であった。フルオロキノロン剤耐性株が分離された患者にはインドや

カンボジアへの渡航歴があった。 

ヒト由来腸管出血性大腸菌は 450 株が分離され、薬剤感受性試験では、450 株中 62

株（13.8％）が供試薬剤のいずれかに耐性を示した。CTX 耐性株が 2株、フルオロキノ

ロン剤耐性株が 1株分離された。ヒト糞便からの ESBL 産生菌の検索では、720 検体中

52 検体から分離された。 

食品の汚染実態調査では、県内の市場で購入した鶏肉、野菜等 307 検体を供試し、サ

ルモネラは鶏肉 29 検体中 10 検体および豚肉 15 検体中 1検体から、カンピロバクター



は鶏肉 29 検体中 12 検体、ESBL は鶏肉 25 検体中 15 検体並びに生カキ 8検体中 2検体

から検出された。サルモネラは全株、カンピロバクター分離株は 1 株を除き供試薬剤

のいずれかに耐性を示した。 

食鳥肉のフキトリ調査では、出荷前最終洗浄後のと体等の拭き取り検査を実施し、カ

ンピロバクターが 161 検体中 19 検体から、サルモネラは 1検体から分離された。 

Ａ．研究目的 

 近年、ヒトや食品等の周辺環境から分

離されるサルモネラや大腸菌などの食

中毒起因菌で、治療薬剤であるフルオロ

キノロン剤や第三世代セファロスポリ

ンに対して抵抗を示す耐性菌の出現や

増加が問題となっている。このような耐

性菌がどのような経路でヒトに感染す

るのか，健康被害に及ぼす危険性を評価

する科学的根拠の提供を目的としてヒ

ト、食品および伴侶動物等から分離され

る食中毒菌を対象に、血清型別や薬剤感

受性試験等の性状解析を行った。また、

ヒト及びイヌやネコの糞便を対象に

ESBL 産生菌の検索を行った。 

 

Ｂ.研究方法 

Ⅰ. 供試菌株 

1. ヒト由来 

埼玉県内で分離された散発下痢症例、

集団食中毒事例及び健康保菌者由来の

サルモネラ・腸管出血性大腸菌・カン

ピロバクター・赤痢菌を医療機関等の

協力を得て広く収集した。また、埼玉

県衛生研究所に搬入された糞便を

chromIDTM ESBL Agar(ビオメリュー社

製)に塗抹し、ESBL 産生菌の検索を行っ

た。 

2. 食品由来 

買い取りによる検体収集を行い、サル

モネラ・腸管出血性大腸菌・カンピロ

バクターの分離を検討し、調査に供し

た。また、食肉からの ESBL 産生菌の検

索も行った。 

3) 食鳥処理場由来 

食鳥処理場でのと体フキトリからの

サルモネラ・カンピロバクターの分離

を検討し、調査に供した。 

 4) 動物由来 

伴侶動物のイヌやネコに加え、「埼

玉県アライグマ防除実施計画」に基

づき捕獲された野性化アライグマの

サルモネラ分離を検討し、調査に供

した。イヌ･ネコについてはヒト同様

ESBL 産生菌の検索を行った。   

Ⅱ．薬剤感受性試験 

収集した菌株は米国臨床検査標準化

協会（CLSI）の抗菌薬ディスク感受性

試験実施基準に基づき、市販の感受性

試験用ディスク（センシディスク:BBL）

を用いて行った。サルモネラ、腸管出

血性大腸菌、赤痢菌はクロラムフェニ

コール(CP;30μg)、 ストレプトマイシ

ン(SM;10μ g)、テトラサイクリン

(TC;30μg)、カナマイシン(KM;30μg)、

アミノベンジルペニシリン (ABPC;10

μg)、ナリジクス酸(NA;30μg) 、セフ

ォタキシム(CTX;30μg)、シプロフロキ

サシン(CPFX;5μg) 、 ゲンタマイシン

(GM;10μg) 、ホスホマイシン(FOM;50



μg) 、 ノルフロキサシン(NFLX:5μ

g) 、 スルファメトキサゾール・トリ

メトプリム合剤(ST;25μg) の 12 薬剤

で、ヒト由来株についてはイミペネム

(IMP:10μg) 、アミカシン(AMK:30μ

g) 、メロペネム(MEPM:10μg) 、スル

フィソキサゾール(Su:250μg)の 4薬剤

を加えた 16 薬剤を供試した。カンピロ

バクターはテトラサイクリン(TC;30μ

g)、ナリジクス酸(NA;30μg) 、シプロ

フロキサシン(CPFX;5μg) 、ノルフロ

キサシン(NFLX:5μg) 、オフロキサシ

ン(OFLX:5μg) 、エリスロマイシン

(EM:15μg)の 6薬剤を供試した。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）ヒト由来サルモネラ 

埼玉県内で 2012 年から 2014 年に、散

発下痢症患者及び食品従事者の検便な

どにおいて健康者から分離されたサル

モネラの血清型別分離状況を表１に示

した。分離された 453 株は型別不能を除

き56血清型に型別され、S.Enteritidis

が 49 株と最も多く分離された。次いで

S.Saintpaul が 39 株、S.Thompson が

27 株であった。 

この 453株について薬剤感受性試験を

実施した結果、171 株 (37.7％)が 16 薬

剤のいずれかに耐性を示した。最も多く

分離された S. Enteritidis は 49 株中

28 株(57.1％）が耐性を示した。S. 

Schwarzengrundは供試20株中1株を除

き耐性であった。 

分離株の区分別耐性パターンを表 2に

示す。NA 耐性が 28 株と最も多く、次い

で SM・TC・Su 耐性が 19 株、SM・TC・KM・

Su 耐性が 16 株であった。また、CTX 耐

性株が 4株、フルオロキノロン剤耐性株

が 2 株分離された（表 3）。CTX 耐性菌

は同じ O8 群のサルモネラであるが、O6

因子の有無により血清型名が異なる 2

株から分離された。この 2株が保有する

耐性遺伝子は同じ CTX-M-2 であった。フ

ルオロキノロン耐性株は､CP・SM・TC・

ABPC・NA・CPFX・NFLX・SXT・Su の 9薬

剤に耐性を示す血清型 S.Kentucky が分

離され、そのMLST型はST198であった。 

（２）動物由来サルモネラ 

イヌ、ネコおよび野生化アライグマの

サルモネラ保菌状況調査の結果を表 4

に示す。イヌ 356 頭、ネコ 87 頭および

野生アライグマ 553 頭の検査を行い、イ

ヌ 5頭(1.4%)、ネコ 1頭(1.1%)およびア

ライグマ 13 頭(2.4%)からサルモネラが

分離された。薬剤感受性は 、アライグ

マから分離された 1 株を除き供試した

16 薬剤に対して感受性を示した。 

（３）動物由来 ESBL 産生菌 

イヌとネコを対象とした ESBL 産生菌

の検索では 42 株が分離された。ESBL 産

生菌の検索ではイヌ 354 頭中 40 頭

（11.3％）、ネコ 84 頭中 2頭（2.4％）

から分離された（表 5）。イヌ由来株は

CTX-M-1group、CTX-M-8group あるいは

CTX-M-9group のいずれかを、ネコ由来

株は CTX-M-1group か CTX-M-2group の

いずれかの耐性遺伝子を保有していた。

ディスク法による感受性試験では、フル

オロキノロン剤にも耐性を示す株が複

数株確認された。 

（４）赤痢菌 

赤痢菌では、CTX 耐性株が 4 株、フル



オロキノロン剤耐性株が 6 株分離され、

血清型は全て S.sonnei であった。CTX

耐性株は同じトルコツアーに参加した4

名から分離され、薬剤耐性パターンも耐

性遺伝子（CTX-M-1group）も同一であっ

た。フルオロキノロン剤耐性株が分離さ

れた患者にはインドやカンボジアへの

渡航歴があった（表 6）。 

（５）腸管出血性大腸菌 

埼玉県内で 2012 年から 2014 年に、ヒ

トから分離された腸管出血性大腸菌450

株の血清型別分離状況を表 7 に示した。

最も多く分離された血清型は、O157:H7

が 316 株、次いで、O26:H11 が 65 株、

O157:H-が 29 株の順であった。分離 450

株の薬剤感受性試験の結果、供試した

16 薬剤のいずれかに耐性であったのは

62 株（13.8%)であった（表 8）。CTX 耐

性株が 2株、フルオロキノロン剤耐性株

が 1 株分離された。CTX 耐性株は、

O121:H19(VT2)で CTX-M-65 を保有する

株と、 O26:H1 (VT1)で CTX-M-14 を保有

する株であった。この O26:H1 は 23 名の

感染者が確認された保育園集団感染事

例で分離されたが、CTX 耐性株は 1株の

みであった。フルオロキノロン剤耐性株

は、OUT:H－(VT1)であった。CTX 耐性株

は腹痛、下痢、血便の症状を呈した患者

から分離されたが、フルオロキノロン剤

耐性株は無症状の業態者検便受診者か

ら分離された。 

（７）ヒト由来 ESBL 産生菌 

ESBL 産生菌の検索では、720 検体中

52 検体から分離された（表 9）。

CTX-M-9group 保有株が 29株と最も多か

った。ディスク法による感受性試験で

は、CTX のみならずフルオロキノロン

剤に耐性を示す株が複数分離された。 

（８）カンピロバクター 

2012 年から 2014 年に食中毒疑いで搬

入された事例の臨床材料から分離した

カンピロバクターは 96 株で、すべて

C.jejuni であった（表 10）。薬剤感受

性試験では 96 株中 63 株（65.6%）が供

試した 6 薬剤のいずれかに耐性を示し、

そのうち 50 株がフルオロキノロン剤耐

性であった。 

（９）食品からの分離 

2012年7月から2015年1月にかけて、

埼玉県内の市場等で食肉、食鳥肉、内臓

肉及び漬物、計 307 検体を購入し、腸管

出血性大腸菌、サルモネラ、カンピロバ

クターの検査を行った。その結果、サル

モネラは鶏肉29検体中10検体および豚

肉 15 検体中 1 検体から、カンピロバク

ターは鶏肉 29 検体中 12 検体、サルモネ

ラは全株、カンピロバクター分離株は 1

株を除き供試薬剤のいずれかに耐性を

示し、腸管出血性大腸菌はいずれの検体

からも検出されなかった（表 11）。 

食肉からの ESBL 産生菌の検索では、

鶏肉25検体中15検体並びに生カキ8検

体中 2検体から検出された（表 12）。 

（１０）食鳥処理場由来 

食鳥処理場での出荷前最終洗浄後の

と体等の拭き取り検査で、カンピロバ

クターが 161 検体中 19 検体から、サル

モネラは 1 検体から分離された。薬剤

感受性は、サルモネラが KM・GM に耐性

を示し、カンピロバクターは 9 株がフ

ルオロキノロン剤に耐性であった（表

13）。 



 

D.考察 

ヒト由来サルモネラで供試 16 薬剤の

いずれかに対して耐性を示したのは、

453 株中 171 株(37.7%)であったが、年

別にみると 2012 年は 35.7%、2013 年は

35.1%、2014 年は 43.0%であり、耐性率

の上昇が見られた。また、CTX 耐性株が

4株、フルオロキノロン剤耐性株が 2株

分離されたが、全て異なる血清型であり、 

その拡がりが懸念される。フルオロキノ

ロン剤耐性の S.Kentucky は、県内での

検出は2009年から2014年にかけてわず

か 1株であったが、アフリカ東部からヨ

ーロッパやアメリカ等に拡がりをみせ

ている多剤耐性の S.Kentucky と同じ

MLST 型 ST198 であった。今後ともその

動向を注視する必要がある。 

動物由来では、イヌ、ネコおよび野生

化アライグマからサルモネラが分離され

たが、フルオロキノロン剤や CTX に対し

て耐性を示す株は分離されていない。し

かし、2006 年にはネコからフルオロキノ

ロン耐性の S.Typhimuriumu が分離され

ており、伴侶動物のイヌやネコ、ヒトの

生活圏を浸食する野生化アライグマはヒ

トへの影響も少なくないことから、今後

も監視していく必要がある。 

腸管出血性大腸菌は、供試 16 薬剤に対

する耐性率は 13.8%であったが、分離株

全てが耐性であった O111:H-のように耐

性率が高い血清群があった。 

ヒトやイヌおよびネコの糞便を材料と

した ESBL 産生菌の検索では、ディスク法

による感受性試験で、2012 年と 2013 年

にディスク法で CTX とフルオロキノロン

剤耐性を示す大腸菌 O25:H4 が分離され

ていた。近年、CTX-M-15 産生大腸菌 ST131

という特定のクローンの検出数が世界中

で増加している。この大腸菌の抗原は

O25:H4 であることが多く、今後は、それ

らとの関連を検討する必要があると思わ

れた。 

 

E.結論 

ヨーロッパやアメリカでその拡がりが

危惧される MLST 型 ST198 の S.Kentucky

が初めて県内で確認され、CTX とフルオ

ロキノロン剤耐性を示す大腸菌 O25:H4

が分離された。フルオロキノロン系薬剤

やセフェム系薬剤の耐性株の検出も続い

ていることから、健康被害に及ぼす危険

性を評価する科学的根拠の提供を目的と

して、今後とも耐性菌の動向調査を継続

していくことが重要である。 

 

F.健康危機情報 

サルモネラ、腸管出血性大腸菌および

赤痢菌感染事例において、CTX 耐性菌や

フルオロキノロン剤耐性株が分離された。 
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